　2024.8藤咲整形外科医院だより
　7月末に初鳴きを聞いた蝉は、8月を迎えて蝉しぐれとなり、次第に哀調を交えて、盛夏から秋の気配までを感じさせます。音声のみならず、朝の駐車場掃除のときには、青い桜の葉がちらりと舞い、落ち葉の予兆を示します。
　この時期は、カラスが蝉を追っている姿を見かけることがあります。カラスにとっては遊び相手か大事な食料か、いずれにしても蝉は必死で飛び回ります。この現象は猫にもある様で、大作家　夏目漱石は「吾輩は猫である」で、主人公の猫に、蟷螂狩り、蝉狩りという稿で、昆虫を捕える話をさせています。本気で食料としているかについては、漱石の猫は、存外滋養は少ないようであると言っていますから、食の上では、極上の美味というわけではなさそうです。
　きつね拳と言います。庄屋はきつねに負け、きつねは猟師に負け、猟師は庄屋に負け、という、じゃんけんの1種です。蝶がカマキリに負け、カマキリは猫に負け、猫は飼い主に負け、(SNSなどでは、飼い主が猫に首ったけという様子も見られますが)と、立場の強いもの、弱含みのものと、大きな循環があるようです。いずれ自然に帰るという宿命からは、単純に何が最強ということではなさそうです。
　食べ過ぎは腹8分目に及ばず、程よい運動は過剰な鍛錬やまったくの無活動に勝ります。それでも、オリンピックなどの競技を見ると、一瞬の輝きには、儚さとともに、人の到達点のすごみを感じます。競技によっては、まだ少年の、少女の顔立ちの選手が、この競技は選手生命が短い、という発言をするのを見て、生きるとは他愛なく切ないものと感じます。蝉の一日は人の十年以上に当たるでしょう。今日一日を大事に過ごすことができればすなわち勝利です。
皆様お体大切に。
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